
１ 次の文（Ⅰ・Ⅱ）を読んで、後の各問いに答えなさい。

Ⅰ すべての生物には、起源生物から受け継がれてきた(ａ)共通の特徴があると考えられる。一見

多様に見える生物も、顕微鏡で見てみると、どの生物においても、膜や壁のようなもので区切

られた小さな構造が観察される。ヒトの細胞の形は(ｂ)光学顕微鏡で観察できるが、細胞小器官

の微細構造やウイルスの形を調べるためには、電子顕微鏡を使用する必要がある。

１ 下線部(ａ)に関して、次の①～⑥について、原核細胞と真核細胞の両方に当てはまるものを

すべて選び、番号で答えなさい。

① ＤＮＡをもつ ② 核膜をもたない ③ ミトコンドリアをもつ

④ 細胞質基質をもたない ⑤ 細胞膜をもつ ⑥ 細胞壁をもたない

２ 下線部(ｂ)に関して、下の表は、15倍の接眼レンズにセットした接眼ミクロメーターと、
４倍・10倍・40倍の３種類の対物レンズで対物ミクロメーターを用いて得た値を整理した
ものである。なお、表中の倍率は、接眼レンズの倍率×対物レンズの倍率を表記している。

倍 率 15× 4 15× 10 15× 40
接眼ミクロメーターの目盛り数 30 （ イ ） 50
対物ミクロメーターの目盛り数 90 60 （ ウ ）

接眼ミクロメーター１目盛りの長さ（μm） （ ア ） 12 3.0

（１）対物ミクロメーターには１ｍｍを 100等分した目盛りが刻んである。対物ミクロメー
ター１目盛りの長さは何μｍになるか答えなさい。

（２）表中の（ ア ）～（ ウ ）に適する数をそれぞれ答えなさい。

（３）ある植物の細胞を 60 倍の倍率で観察したところ、この細胞の長径は接眼ミクロメーター
７目盛り分であった。この細胞の長径は何μｍになるか答えなさい。

３ 細胞や構造体の大きさに関する次の各問いに答えなさい。

（１）次の①～⑤の細胞や構造体について、大きさが小さいものから順に並べ替えなさい。

① ニワトリの卵黄 ② ヒトの赤血球 ③ バクテリオファージ

④ ゾウリムシ ⑤ 葉緑体

（２）ヒトの肉眼の分解能は約 200μｍである。（１）の①～⑤のうち、肉眼でも見ることが
できる大きさのものはどれか。適当なものをすべて選び、番号で答えなさい。

（３）分解能とは何か。簡潔に説明しなさい。

Ⅱ 生物が生きていくためのさまざまな活動には、エネルギーが必要である。私たちは、食物な

どをとおして体外から取り入れた物質を、さまざまな化学反応によって他の物質につくり変え

て利用している。このような生体内での化学反応全体を（ エ ）という。（ エ ）には単純な

物質から複雑な物質を合成する過程である（ オ ）と、複雑な物質を単純な物質に分解する過

程である（ カ ）の２つの過程がある。（ エ ）においては、(ｃ)エネルギーの出入りが起こる。

４ 文中の（ エ ）～（ カ ）に適する語句をそれぞれ答えなさい。

５ 下線部(ｃ)に関して、生命活動のエネルギーはすべての生物が共通にもつＡＴＰという

物質を介して受け渡しされる。ＡＴＰの分子を構成している３種類の物質名を答えなさい。



２ ＤＮＡに関する文を読んで、次の各問いに答えなさい。

からだを構成するすべての細胞は、受精卵がもっていたものと同じ(ａ)ＤＮＡをもっている。

これは、細胞が分裂して増える過程でＤＮＡが（ ア ）され、分配されるためである。また、

すべての細胞は、ＤＮＡにある遺伝子によって、生命活動に必要な物質をつくり出している。

ＤＮＡの遺伝情報にもとづいてタンパク質を合成する過程は、(ｂ)ＤＮＡの遺伝情報をもとに

ｍＲＮＡを合成する（ イ ）と、(ｃ)合成したｍＲＮＡをもとにタンパク質を合成する（ ウ ）

の２つからなる。

１ 文中の（ア）～（ウ）に適語を答えなさい。

２ 下線部(ａ)に関する以下の各問いに答えなさい。

（１）ＤＮＡの正式名称を日本語で答えなさい。

（２）生物のＤＮＡとＲＮＡの違いをまとめた次の表の空欄（ エ ）～（ キ ）に適する語句

をそれぞれ答えなさい。

ＤＮＡ ＲＮＡ

糖 （ エ ） （ オ ）

塩 基 アデニン、（ カ ）、グアニン、シトシン アデニン、（ キ ）、グアニン、シトシン

（３）ある 300塩基対のＤＮＡを構成する全塩基のうち、30％がシトシンであった。この
ＤＮＡ中に存在するアデニンの数として最も適当な値を、次の①～⑥のうちから１つ選び、

番号で答えなさい。

① 60 ② 90 ③ 100 ④ 120 ⑤ 150 ⑥ 180

３ 下線部(ｂ)の過程で、遺伝情報を含むＤＮＡが必要である。それ以外に必要な物質の組み合わ

せとして最も適当なものを、次の①～④から１つ選び、番号で答えなさい。

① ＤＮＡを合成する酵素とＲＮＡのヌクレオチド

② ＤＮＡを合成する酵素とＤＮＡのヌクレオチド

③ ｍＲＮＡを合成する酵素とＲＮＡのヌクレオチド

④ ｍＲＮＡを合成する酵素とＤＮＡのヌクレオチド

４ 下線部(ｃ)の過程では、ｍＲＮＡの 3 つの塩基の並びから 1 つのアミノ酸が指定される。この
塩基の並びが「□□Ｇ」の場合、計算上、最大何種類のアミノ酸を指定することができるか。

その数値として最も適当なものを、次の①～⑥から１つ選び、番号で答えなさい。

ただし、「□□Ｇ」の「□」はｍＲＮＡの塩基のいずれかを、「Ｇ」はグアニンを示している。

① ９ ② 12 ③ 16 ④ 20 ⑤ 27 ⑥ 64

５ タマネギの分裂組織を顕微鏡で観察し、分裂過程にある細胞を数えたところ、表１の結果が

得られた。次の各問いに答えなさい。

分裂期

間期 前期 中期 後期 終期

1170 79 15 12 24

表 １

（１）文中のＤＮＡの（ア）が行われている時期は、表１のどの時期か。時期名を答えなさい。

（２）表１より、分裂期の長さは何時間か。小数第１位まで求めよ。ただし、細胞周期を１周

するためにかかる時間はどの細胞も24時間とする。なお、各時期における細胞数は、それ

ぞれの時期が占める時間の長さに比例するものとする。



３ 免疫に関する文を読んで、次の各問いに答えなさい。

ヒトの場合、まず、体内への異物の侵入を(ａ)物理的・化学的防御によって防いでいる。体内に

侵入した異物の多くは、(ｂ)自然免疫である食作用などによって排除されるが、排除しきれなかっ

た異物に対しては、（ ア ）がはたらく。

（ ア ）では、（ イ ）と（ ウ ）というリンパ球がはたらく。（ ウ ）は骨髄で分化し、多く

の（ ウ ）はさらにひ臓に移動して成熟する。リンパ球の異物の認識のしかたは、食作用とは異

なり、個々のリンパ球は１種類の異物しか認識できない。そのかわり、認識する相手の異なるさ

まざまな種類のリンパ球が、全身のリンパ節に用意されており、さまざまな異物の侵入に対応で

きる。

しかし、なかには自分自身の成分を異物として認識するものもつくられてしまうので、自身の

細胞や成分に反応するリンパ球を死滅させたり、はたらきを抑えたりして、自分自身に対して免

疫がはたらかない状態をつくる。この状態を（ エ ）という。

１ 文中の（ ア ）～（ エ ）に適する語句をそれぞれ答えなさい。

２ 下線部(ａ)に関して、次の①～⑤の中から物理的防御に関するものをすべて選び、番号で

答えなさい。

① 体外に分泌するだ液や汗には細菌を殺すはたらきのある酵素が含まれている。

② 体の皮膚は、角質で覆われた組織でできており、乾燥を防ぎ、丈夫な構造である。

③ 上皮細胞には、粘液を分泌する細胞が含まれ、粘液を分泌することで病原体を排除する。

④ 気管の内部では、繊毛の運動によって病原体の侵入を防いでいる。

⑤ 食物とともに胃に侵入してきた病原体は胃酸によって分解される。

３ 下線部(ｂ)に関して、体内に侵入した異物の排除にはたらく白血球の種類を３つ答えなさい。

４ 細菌の細胞壁を分解する酵素の名称を答えなさい。

５ リンパ球の特異的な攻撃の対象となる異物を何というか。

６ 外界からの異物に対して免疫反応が過敏になり、その結果、生体に不利益をもたらすことを

何というか。

７ 免疫機能が低下すると、健康な人では通常発病しない病原性の低い病原体に感染し、発病

することがある。このような現象を一般に何とよぶか、名称を答えなさい。

８ エイズについて説明した次の①～④について、正しいものをすべて選び、番号で答えなさい。

① エイズの原因となるＨＩＶは、細菌の一種である。

② エイズの原因となるＨＩＶは、ヘルパーＴ細胞に感染し、破壊してしまう。

③ エイズの原因となるＨＩＶは、感染者の血液や体液などに存在し、輸血や性的接触、

母子感染などによって感染する。

④ エイズにかかると、免疫の過剰反応が起こる。

９ 予防接種とはどのようなものか。簡潔に説明しなさい。



４ 次の文（Ⅰ・Ⅱ）を読んで、後の各問いに答えなさい。

Ⅰ 北半球にある日本では、気温は北方にいくほど低下する。そのため、(ａ)南北方向にはっきり

としたバイオームの分布がみられる。

一般に、植物の生育には、月平均気温で５℃以上が必要とされる。１年間のうち、月平均気

温が５℃以上の各月について月平均気温から５℃を引いた値の合計値を(ｂ)「暖かさの指数

（warmth index、ＷＩと略す）」とよび、一定の範囲内に特定のバイオームが成立することが知

られている。降水量が多い日本においては、15＜ＷＩ≦45は針葉樹林、45＜ＷＩ≦85は(ｃ)夏緑

樹林、85＜ＷＩ≦180は(ｄ)照葉樹林、180＜ＷＩ≦240は亜熱帯多雨林の分布が見られる。

１ 下線部(ａ)に関して、日本の平地におけるバイオームは、緯度に対応して帯状に分布してい

る。これを何というか答えなさい。

２ 下線部(ｂ)に関して、次の表は日本のある地域の月平均気温（℃）を示している。

表から温かさの指数を計算し、小数点以下第1位まで求めなさい。

月 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12

月平均気温 -1.0 -0.2 3.2 8.6 15.3 18.9 22.1 21.5 18.4 12.6 5.2 0.8

３ 下線部(ｃ)、(ｄ)のバイオームに見られる種として最も適当なものを３つずつ選び、番号で

答えなさい。

① アダン ② シラビソ ③ ブナ ④ トドマツ ⑤ ミズナラ

⑥ スダジイ ⑦ タブノキ ⑧ エゾマツ ⑨ クスノキ ⑩ イロハモミジ

Ⅱ 植物は、二酸化炭素を光合成によって吸収し、呼吸によって放出している。そのため、光合

成量と呼吸量は、それぞれ二酸化炭素の吸収量と放出量によって求めることができる。

４ 下の図は、ある植物において光の強さを変えたときのＣＯ２の吸収速度の変化を示したもの

である。次の各問いに答えなさい。

（１）図１のア～ウのうち、呼吸速度を示す範囲として最も適当なものを記号で答えなさい。

（２）図１のＡの光の強さにおいて、光合成と呼吸の

関係はどのようになっているか。次の①〜⑤の中

から最も適当なものを１つ選び、番号で答えなさい。

① 光合成のみが行われている。

② 呼吸のみが行われている。

③ 呼吸速度と光合成速度が等しい。

④ 呼吸速度と光合成速度とでは、

呼吸速度の方が大きい。

⑤ 呼吸速度と光合成速度とでは、

光合成速度の方が大きい。

図 １

（３）光の強さがＢのとき、光合成速度（mg/（100cm
2
・時間））を答えなさい。

（４）光補償点とは、どのような光の強さの状態か。簡潔に説明しなさい。



５ 生物の多様性と生態系に関する文を読んで、次の各問いに答えなさい。

生物多様性とは、生物の種類が多いことだけを意味するのではなく、生態系における生命活動

の豊かさを総合的に表すものである。近年、生物多様性に対する人間活動の影響が懸念されてい

る。例えば、(ａ)本来その生態系にいなかった生物が、人間により積極的に、あるいは偶然持ち込

まれて、生物多様性の低下をもたらしたり、人間活動によるわずかな影響が生態系に大きな変化

を及ぼしたりする例もある。(ｂ)河川や湖沼などの水界の生態系では、生活排水のような有機物を

含む水（汚水）が流入することで生態系がかく乱されることがある。湖沼に有機物などを含む汚

水が流入すると、その量が少ないときは、環境のさまざまな作用によって水中の汚濁物が減少す

る。これを（ ア ）という。しかし、汚水が大量に流入すると、（ イ ）が起こり、シアノバク

テリアなどの植物プランクトンが異常繁殖して（ ウ ）が発生する。また、内湾や内海では、河

川から栄養塩類が流入して（ イ ）が進むと、（ エ ）という水面が赤くなる現象が発生するこ

とがある。

１ 文中の（ ア ）～（ エ ）に当てはまる語句を答えなさい。

２ 下線部（ａ）に関して、外来種の持ち込みが生物多様性の低下の原因となる理由を簡潔に

説明しなさい。

３ 下線部（ｂ）に関して、次のグラフは、有機物を含む汚水が流入しているある河川において、

汚水が流れ込んでいる場所（汚水流入地点）から下流にかけての水質の変化を調査したもので

ある。図１は物質などの濃度やＢＯＤ（生物学的酸素要求量）を示している。図２は、この河

川に生息する生物の個体数を示している。後の各問いに答えなさい。

（１）図１の（Ａ）、（Ｂ）が示しているものを次の①～⑤から１つ選び、番号で答えなさい。

① 二酸化炭素 ② Ca ２＋ ③ NH ４＋
④ H ＋

⑤ 酸素

（２）図２の（Ｃ）、（Ｅ）が示しているものを次の①～④から１つ選び、番号で答えなさい。

① 藻類 ② 細菌 ③ 原生動物 ④ 清水性動物

（３）図２の（Ｅ）が汚水流入後にいったん減少する理由を簡潔に答えなさい。

４ 地球環境問題について説明した次の文中の（ オ ）～（ ク ）に適語を答えなさい。

大気中の水蒸気や二酸化炭素などの気体には、地表から放射される( オ )を吸収し再び放出

する性質があるため、地表や大気の温度を上昇させる。これを( カ )といい、（ カ ）を引き

起こす性質をもつ気体を( カ )ガスという。産業革命以降、世界では人口が増加し、人類が

( キ )を大量に消費していることが主な原因となり、大気中の二酸化炭素がふえ、年々気温が

上昇している。このような現象を( ク )といい、( カ )ガス排出削減の努力が続けられている。


